レポート課題

課題１

（１）配布テクストのコメント。

いずれかを選び、原稿用紙５枚程度のコメントを作る。以下の要素が入っていること。

（A）「まとめ」

地の文にするときは、なるべく自分でくだいた文章にする。

その他の時は「引用」にする。プリントの時は出典はいりません。

議論の論理的つながりがわかるようにする。

(B)まとめを踏まえ、自分なりのコメントをつける。いくつかのやり方があり、どれでもよい

・ひたすら内在的に、論理的に展開する。

・デリダの他のテクストを引きながら、「これと関係するだろう」という感じで指示。教科書にあるものや配布したプリントでも可です。ただし出典を注で明記して下さい。

・他の人のテクストで指示。｀

（Ｃ）　A, Bを受け、まとめの一段落。

＝＝＝＝

以上です。評価としては

（１）枚数が十分か

（２）「まとめ」に際して、テクストを読み込もうという努力が感じられるか。論述放棄（「これがよくわからないが・・・」など）をしていないか。

（３）コメントが適切か。あるいは他のテクストと関係づけようという意欲が感じられるか

（４）まとめがうまくできているか。

以上を踏まえ、授業態度も含めて、全般にデリダを「理解しよう」という姿勢が感じられるかを判断し、出席点と合わせ、点数を出します。

課題２

デリダのテクストの中で、自分が読むべきであると思われるテクストをひとつ以上挙げ、その理由（自分の関心との関係）を述べよ。字数は自由ですが、10行程度は欲しいです。

＝＝

参考。最近の邦訳書（配布リストにないもの。○＝入門的。△＝入門ではないが重要）

○『言葉にのって』（ちくま学芸文庫）

○『来るべき世界のために』（岩波）

○「生きることを学ぶ、終に」（岩波）

○『デリダ、脱構築を語る』（岩波）（以上は対談）

△『触覚』（青土社）

『エコノミメーシス』『コーラ』『名を救う』『パッション』（いずれも未來社）』

『アデュー』（岩波）『アポリア』（人文）

参考文献の調査については

・高橋哲哉『デリダ』（講談社）、『知の教科書　デリダ』（講談社メチエ）および『現代思想』2004.12月号などを参照。

＝＝＝＝

締め切り：７月８日（日）１７時。

提出方法：メールまたは研究室の扉のスリット内。

メールの場合は（１）ワードファイル（Vistaをのぞく）またはテクストファイル（２）題名を「レポート、廣瀬浩司」とする（３）受領の返信をするので、それを受け取って完了。なお９日には成績を完了してしまいますので、特別な事情のない限り、期限厳守です。「やろうと思ったら熱が出た」などは勘弁して下さい。

